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がんの社会学
（“医学は科学、医療は物語”）



がん対策の全体像



がん患者・家族の悩みや負担

よろず相談

1万件 x 15年間 = 15万件

全国調査

2回調査合計 = 3.6万件

院内調査

700件 x 10年間 = 7千件

患者家族支援
センター

500件 x 5年間 = 2千500件

静岡分類
（科学的評価）



[暮らしの負担]

⑭就労・経済的負担
⑮家族・周囲との関係

[心の苦悩]

⑫不安などの心の問題
⑬生き方・生き甲斐・価値観

[診療の悩み]
①外来、②入退転院、③診断・治療

④緩和ケア、⑤告知・IC・SO

⑥医療連携、⑦在宅療養

⑧施設・設備、⑨⑩医療者との関係

[身体の苦痛]

⑪症状・副作用・後遺症

がん患者の悩みや負担に関する静岡分類
【４つの柱と１５大分類】



がん対策推進基本計画2012（概要）

がん患者の抱える様々な痛み

（D.C.ソンダースら、
「がん終末期患者の苦痛」）

スピリチュアルな苦痛

社会的苦痛精神的苦痛

身体的苦痛



静岡がんセンター就労支援活動

長期療養者等就職
支援モデル事業
（拠点病院・ハローワーク協働）

がん患者就労支援システム
（静岡がんセ・沼津法人会）

2011年4月～
紹介件数 16 件
就職件数 5 件

（2名：継続）
（3名：離職)

2013年6月～
相談件数 714 件
紹介件数 122 件
就職件数 55 件



診断後 治療中 復 職 就労継続

静岡がんセンターの就労支援（多職種チーム）
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交流支援

離職防止・両立支援



医療者

患者
家族

社会
行政

がんの社会学

拠点病院の在り方
小児がん・希少がん
手術療法
放射線治療
薬物療法
支持療法
終末期緩和ケア

情報提供
相談支援センター

就労支援
経済的負担
家族関係

地域医療連携
医療制度
診療報酬制度
人材育成
機器の適正配置
がん研究

高齢者がん医療
終末期がん医療
新規薬剤取り扱い



高齢者がん医療 - 罹患年齢（2010年）

0～64歳
30％

65～74歳
29％

75歳以上
41％

併存疾患増加
治療耐容性
標準治療？
臨床試験？
がん検診？
社会的弱者
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その他の薬品 オプジーボ 6/28現在

2015/12
オプジーボ適応拡大
（非小細胞肺がん）

2014/9
オプジーボ採用
（メラノーマ）

静岡がんセンター 薬品消費額推移

= 12%

（百万）

1202品目

 実人数
メラノーマ：27人
肺がん：62人

 延べ人数
メラノーマ：147人
肺がん：307人

薬品消費額ベスト５
オプジーボ(13.3%)
アバスチン(6.3%)
アリムタ(3.4%)
サイラムザ(2.4%)
ハーセプチン(2.1%)



免疫チェックポイント阻害剤の使用予測

約10兆円＝

地方 13%

保険料（事業主＋被

保険者）49%

患者負担等
12%

国庫 26%

年間医療費（財源別） 約40兆円

予測＝約8,580億円/年

平成25年

非小細胞肺がん
 進行・再発例の使用割合 70%
 約4.1万人
 １年間継続可能例 50%

⇒ 7,900億円

悪性黒色腫
 進行・再発例の使用割合 50％
 約3千人
 1年間継続可能例 60％

⇒ 680億円

より厳格な適応基準

有効性判定（バイオマーカー）
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